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吉都線活用に関する検討会 

 

「吉都線活用に関する検討会」における 2021 年度の取り組みについて 

 
 
 
 
 

吉都線を持続可能な線区とするための活用策を検討・実行し、多くのお客さまに選ばれる交通手

段になることを目的として、2021 年度は「吉都線活用に関する検討会」を計４回開催し、線区のご

利用実態に関する情報共有や意見交換などを行いました。 

また、ご利用状況を改善するため、JR 吉都線利用促進協議会や沿線自治体等において様々な線

区活用策が実施され、多くの方にご参加等頂きました。 

 
 

 

都城市、高原町、小林市、えびの市、湧水町、宮崎県、鹿児島県、国土交通省九州運輸局、 

九州旅客鉄道株式会社 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 検討会の取り組み概要 

２． 出席者 

３． 主な線区活用策 （JR 吉都線利用促進協議会及び沿線自治体等による取り組み） 

イベント列車の実施 

季節や構成市町の行事等に合わせたイベント

列車を企画 

・参加者 30 名（うち、JR 利用者３７名 ※添乗

員等を含む） 

 

普通列車をチャーターして吉都線を利用する団

体等に対し、チャーター費用の一部を助成 

・参加者 127 名（うち、JR 利用者１２７名） 

普通列車チャーター助成 

沿線自治体等の小中学生等の団体が吉都線を

利用する際に、乗車運賃の実費全額を助成 

・参加者 257 名（うち、JR 利用者 2６２名 ※

添乗員等を含む） 

小中学校利用促進助成 

この他にも「鉄先案内人の養成」や「電子ガイドブックの作成」など７件の線区活用策を実施し、全体

の参加者等は約 480 名（うち JR 利用者 約 490 名 ※添乗員等を含む）でした。 

※新型コロナ感染拡大防止のため、その他４事業（観光列車誘致事業、車両基地見学ツアー等）で開催見合せ 

全体 



 

 

今年度は以下の活用策の実施を予定しております。引き続き、吉都線の更なる活性化にご協力を

お願い致します。 

・沿線ガイドマニュアルの作成や「鉄先案内人」の養成 

・季節や構成市町の行事等に合わせたイベント列車の運行 

・小中学校や幼稚園、老人クラブ等の活動を対象とした吉都線団体利用への支援 

・吉都線を活用したツアーへの支援 

 

４． 2022 年度に実施予定の主な線区活用策 


